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い き い き と

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に

地

域

高

齢

者

住

宅

計

画

区では、高齢者が住み慣れたこのまちで、安心してい
きいきと暮らし続けられるよう、゛高齢者向け住宅の確
保。゛住環境の盤備/ ` 福祉サービスの充実、、゛地域との交

流4 を柱とした「足立区地域高齢者住宅計画」をまとめま
した。平成12年( 2000年)を目標に、国のシルバーハウジ
ング事楽や都のシルバーピア事業など、福祉サービスと

結びついた高齢者向け集合住宅整備を取り入れながら、

高齢者の住宅確保を図ります。

お
と
し
よ
り
の
9
5
%が

定
住
を
希
望

足
立
区
の
高
齢
者
(
6
5
歳
以

占

が
。
全
人
口
に
占
め
る
割

合
は
9
%
(

平
成
2
年
)
。
足
立

区
は

、
2
3区
で
江
戸
川
区
に
次

い
で
2

番
目
に
若
い
区
で
す
。

し
か
し
、
平
成
1
2年
(
2
0
0
0

年
)
の
高
齢
者
人
口
比
は

約
1
4
%
と
予
想
さ
れ
、
高
齢
化

社
会
へ
の
備
え
は
、
区
の
重
要

課
題
で
す
。

昨
年
区
が
行
っ
た
「
高
齢
者

生
活
実
態
調
査

」
で
は
、
9
5
%

の
方
が
住
み
慣
れ
た
足
立
で
今

後
も
暮
ら
し
た
い
と
望
ん
で
い

ま
す
。し
か
し
、。同
時
に
住
宅

の
質
や
生
活
環
境
へ
の
不
満
も

多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
の
進
め
る
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供

す
る
う
え
で
も
、
基
本
と
な
る

住
宅
の
賢
の
改
善
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
高
齢
者

の
住
宅
対
策
は
、
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
　
4本
の
柱

こ
の
地
域
高
齢
者
住
宅
計
回

実
現
の
た
め
の
基
本
方
針
は
、

次
の
4
つ
で
す
。

・
高
齢
者
向
け
住
宅
の
供
給
　

住
み
懊
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
に
は
、
住
宅
の
確
保
が

不
可
欠
で
す
。
特
に
高
齢
者
向

け
の
住
宅
で
は
。
量
の
確
保
と

と
も
に
、
心
身
の
状
態
に
対
応

す
る
施
設
・
設
備
と
い
っ
た
質

の
確
保
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

・
安
全
・
快
適
な
住
環
境
の
盤

備高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
災
害
や
事
故
の
危
険
の
な

い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

・
自
立
生
活
の
支
援

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
、

在
宅
で
生
活
を
続
け
る
た
め
、

必
要
な
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体

制
を
整
傭
し
ま
す
。

・
社
会
参
加
と
交
流
の
推
進

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
お
く
る
た
め
、
学
習
活

動
・
地
域
活
動
へ
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

平
成
1
2年
ま
で
に

千
2
0
0戸余
を
確
保

区
で
は
現
在
、
高
齢
者
の
住

宅
確
保
の
緊
急
対
策
と
し
て

、

住
宅
の
あ
っ
せ
ん
、
家
賃
助
成

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て

も
、「
計
画

」で
は
平
成
1
2
年
に
、

特
に
住
宅
確
保
の
困
難
な
高
齢

者
世
帯
が
千
旛
戸
余
と
予
想
し

て
い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
世
帯
の
住
宅
確
保

の
た
め
、
都
営
・
公
社
・
公
団

住
宅
な
ど
を
活
用
し
た
シ
ル
バ

ー
(

ウ
ジ
ン
グ
事
業
や

。
民
間

賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
区
が
借
り
上

げ
る
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
事
業
を
積

極
的
に
導
入
し
ま
す

。
ま
た
。

ケ
ア
(

ウ
ス
(

経
費
老
人
ホ
ー

ム
の
一
種
)
も
整
備
し

、
住
宅

確
保
の
一
助
と
し
ま
す

。
都
が

建
て
替
え
を
進
め
る
六
月

】丁

目
の
都
営
住
宅
は

、
こ
の
住
宅

確
保
の
第
一
弾
と
な
り
ま
す

。

平
成
5

年
度
末
に
建
て
替
え

が
終
わ
っ
た
後
は

、
団
地
内
の
5
4

戸
が
、
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し

、
ま
た
は
6
5

歳
以
上
の
世
帯
の
方
の
た
め

の

、
機
能
と
設
備
を
持
っ
た
住

宅
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
じ
団
地
内
に
、

ケ
ア
(

ウ
ス
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
複
合
施
設

を
建
設
し
ま
す
。(平
成
6

年
度

オ
ー
プ
ン
予
定
)

今
後
は
、
活
力
に
満
ち
た
2
1

世
紀
を
目
ざ
し
て

。
関
連
の
計

画
・
事
業
と
調
整
し
な
が
ら
、

「
地
域
高
齢
者
住
宅
計
画

」
を

推
進
し
ま
す

。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

往

宅

に

お

困

り

の

高

齢

者

世

帯

の

方

へ

家
賃
等
を
助
成
し
ま
す

民
間
の
質
貸
住
宅
に
住
ん
で

い
る
高
齢
者
世
帯
の
方
が
、
家

主
か
ら
転
居
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
住
宅
に
困
っ
た
と
き
、
住
宅

あ
っ
せ
ん
、
家
賃
等
の
助
成
を

し
ま
す
。

家
賃
の
助
虞
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
取
り
壊
し
の
た
め
立
ち

退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
世
帯

で
す
。

ま
た
、
住
環
境
の
悪
化
に
よ

る
転
居
な
ど
、
取
り
壊
し
以
外

の
場
合
で
も
、
転
居
一
時
金
等

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
(
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方
)

▽
6
5歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
、
ま
た
は
6
5歳
以
上

の
方
を
含
む
6
0歳
以
上
の
方

だ
け
の
世
帯

▽
区
内
に
1
年
以
上
住
ん
で

い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

いマ
所
得
が
基
準
額
(
左
表
)

の
範
囲
内
で
あ
る

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し

た
日
常
生
活
を
営
め
る

▽
立
ち
退
き
証
明
が
提
出
で

き
る
(
家
賃
助
成
の
方
の
み
)

助
成
額

▽
家
賃
・・・
転
居
前
と

転
居
後
の
差
額
(

助
成
対
象

と
な
る
新
家
賃
の
限
度
額
5
　

万
1

千
円
)

▽
転
居
一
時

金
・
:
権
利
金
、
礼
金

、
仲
介

手
数
料
(
限
度
額
1
7万
8

千

円
)

▽
契
約
更
新
料
・・・
家

賃
助
成
等
を
受
け
て
い
る
方

が
次
回
契
約
更
新
時
に
か
か

る
費
用
(

限
度
額
1
0
万
2

千

円
)

申
し
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し

く
は
、
本
庁
舎
(
千
住
)

・
老

人
福
祉
係

豐
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
へ

。

家賃肋成の所得基準額表

※ 2 人以上は原則として扶養人数が1 人
増すごとに35 万円加算されます。

イベ ン卜 の ご 案内

第13 回 足立の花火大会
7 月25 日附
荒天の場合は26 日

午後7 時15 分
～8時45分

荒 川 河 川 敷
干住新橋～西新井橋間

観
光
協
会
で
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
花
火

大
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
た

め
、
賛
助
金
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

観
光
協
会
事

務
局
〔
中
央
本
町
庁
舎

・
商
工
振
興
課
内
a
　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
　

恚

10月12・13日に

足
立
ま
つ
り
に
参
加
す

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。

催
し
・
パ
レ
ー
ド
予
定
日

1
0月
1
3日
(
日
)

場
所

千
住
地
域
(
予
定
)

資
格

区
内
在
住
・
在
勤

の
グ
ル
ー
プ

く
わ
し
く
は
、
足
立
ま

つ
り
事
務
局
〔
東
京
商
工

会
議
所
足
立
支
部
霤
(
3
8
8
1
)
9
2
0
0

、
ま

た
は
中
央
本
町
庁
舎
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

〕

ま
で
。

葦
立
ち

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う

。え
で
一
番
大
切
な
こ
と
は

、

元
気
で
暮
ら
せ
る
こ
と
で
す

が
、
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ

る
の
が
人
生
で
す

。

不
幸
に
し
て
心
身
が
不
自

由
に
な
っ
て
も
、
家
族
の
支

え
に
よ
っ
て

、
自
宅
で
療
養

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
の
願
い
で
し
ょ

う

。ね
た
き
り
や
痴
呆
に
な
り

家
庭
で

支
え
き
れ
な
い
場

合

、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

老
後
を
安
心
し
て
送
れ
る

よ
う
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
先
月
、
区
で
初
め
て

建
設
し
た
「
ゆ
う
あ
い
ら
ん

ど
・
さ
の
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た

。
区
内
で
は
民
間
の

「
新
生
苑
」
や

「
紫
磨
園

」

が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
社
会

と
の
絆
が
し
っ
か
り
と
結
ぱ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

。

入
所
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

、

ど
ん
な
に
心
強
い
こ
と
で
し

ょ
う

。
こ
れ
も
施
設
が
身
近

に
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。

さ
ら
に
扇
を
始
め
、
公
設

民
設
を
合
わ
せ

、
4
ヵ
所
の

特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す

。

一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
が
、

地
域
で
幸
せ
に
老
後
を
送
れ

る

、
そ
ん
な
社
会
シ
ス
テ
ム

を

、
区

、
民
間
、
地
城
そ
し

て
家
族
が
力
を
合
わ
せ
つ
く

っ
て
い
か
な
け
れ
ぱ
と
思
っ

て
い
ま
す

。
h
i
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もっと身近に
もっと便利に …

特別区
制度改革

新
し
い

風
が 区民の

皆 さんの暮
ら し を変 え

ます

昨年9 月の地方制度調査会の答申で、特別
区が市町村と同様に「基礎的な地方公共団体」
であることが、はっきりと位置づけられまし
た。これによって、特別区は区民の皆さんに
もっとも身近な、基礎的自治体として、今ま
でにもまして。住民福祉の充実と、行政サー

ビスの向上に、責任をもって取り組むことが
できるようになります。
しかし、この改革を実現するためには、今

後、関係する法律などの改正が必要です。

「基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
」

っ
て
何
?

直
接
住
民
に
対
し
て
、
行
政

や
財
政
に
つ
い
て
責
任
を
負
う

身
近
な
自
治
体
を
、「
基
礎
的

な
地
方
公
共
団
体
」と
い
い
ま

す
。た

と
え
ば
、
市
町
村
は
基
礎

的
な
地
方
公
共
団
体
で
す
。
し

か
し
特
別
区
は
、
こ
れ
ま
で
都

の
内
部
的
団
体
な
の
か
、
基
礎

的
自
治
体
な
の
か
明
ら
か
で
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
は

っ
き
り
区
別
さ
れ
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
。
特

色
あ
る
教
育
。
ま
た
ゴ
ミ
の
収

集
運
搬
な
ど
を
、
も
っ
と
身
近

に
、
も
っ
と
便
利
に
変
え
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
問
題
もき

め
細
か
く
対
応

「
ア
ル
ミ
缶
や
牛
乳
パ
ッ
ク

の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ど
う
や
つ

て
す
れ
ば
い
い
の
上

「
収
集
日
を
も
っ
と
増
や
し

て

」「
ゴ
ミ
集
積
所
を
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い

」

[
ゴ
ミ
回
収
率
の
ル
ー
ト
を

変
え
た
ほ
う
が

、
も
っ
と
便
利

に
な
る
ん
だ
け
れ
ど

「
ゴ
ミ
置
き
場
が
汚
く
て

、

困
っ
て
し
ま
う
二

区
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や

疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は

、
都
と
区
が
協

力
し

、
お
互
い
に
役
割
分
担
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ミ
の

減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
必
要

で
す

。

と
こ
ろ
で
今
年
の
3

月
に
、

「
足
立
区
ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員

会

」
の
中
間
答
申
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
答
申
で
も

。

都
の
清
掃
事
業
お
よ
び
関
係
団

体
と
連
携
を
図
っ
て
ゆ
く
必
要

性
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

足
立
区
に
は
、2
3区
の
4
分

の
1
も
の
回
収
業
者
の
方
が
お

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
他
区
に
比
べ
て
恵

ま
れ
た
環
境
で
す
。
さ
ら
に
区

内
に
は
、
集
団
回
収
を
行
っ
て

い
る
町
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の

団
体
が
約
3
8
0
も
あ
り
、
た
い
へ

ん
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

区
で
も
、
今
年
の
4
月
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
を
設
置

し
、
区
独
自
に
こ
の
運
動
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
の
清
掃
事
業
や
関

係
団
体
と
連
携
し
、
区
民
・
企

業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
に
も
取
り
組
む

予
定
で
す
。

2
3色
の
個
性
を
教
育
に
も

皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
子
供

の
教
育
。こ
れ
に
関
し
て
も
、

市
町
村
の
教
育
委
員
会
と
比
べ

る
と
、
区
の
教
育
委
員
会
に
は

制
度
上
で
き
な
い
仕
事
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
各
学
校
で
作
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
準
を
決
め

た
り
、
子
供
た
ち
が
使
う
教
科

書
を
選
ん
だ
り
す
る
の
は
、
現

在
は
都
の
教
育
委
員
会
の
仕
事

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

地
域
の
実
情
を
よ
く
わ
か
っ

て
い
る
区
が
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
き
め
細
か
く
聞
き
な
が
ら
、

責
任
を
持
っ
て
よ
り
い
っ
そ
う

質
の
高
い
、
個
性
豊
か
な
教
育

を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

制度改革が実現するまでの手順

都
区
制
度
改
革
の
基
本
的
方
向

を
都
区
で
合
意

一国
等
へ
の
要
望

地
方
制
度
調
査
会
へ
の
諮
間

・
答
申

自
治
省
法
案
づ
く
り

閣

議

決

定

国
会
審
議
・
法
案
成
立

条
例
等
の
審
議
・
制
定

制

度

改

革

の

実

現

■
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
―

本
庁
舎
(
干
住
)
・
企
画
課

り

き
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

代
へ

ぐ

事 業 開 始

ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
5
月
3
0日
か
ら

高
齢
者
住
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
7

月
1

日
か
ら

所
在
地
佐
野
2
3
0
1
6

「
ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ

の

」
が
、
5

月
3
0
日
か
ら
入

所
者
の
受
け
入
れ
を
始
め
ま

し
た
。

・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ

の身
体
ま
た
は
糟
神
上
著
し

い
障
害
の
あ
る
高
齢
者
が
入

所
し
て
生
活
す
る
と
こ

ろ

で

、定
員
1
0
0人
の
施
設
で
す

。

2
階
は

、
痴
ほ
う
性
高
齢

者
専
用
介
護
棟
(
定
員
5
0
人
)

で

。
俳
徊
(
は
い
か
い
)

等

で
家
庭
の
介
護
が
困
難
な
痴

ほ
う
性
高
齢
者
が
入
所

。3

階
は
、
一
般
介
護
棟
(

定
員

5
0人
)
で
、
ね
た
き
り
等
介

護
が
必
要
な
高
齢
者
の
た
め

の
施
設
で
す
。

中
庭
を
囲
む
回
廊
を
明
る

く
す
る
な
ど
。
入
所
者
の
快

適
性
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。

・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
さ
の

身
体
が
虚
弱
等
の
た
め

に
、
日
常
生
活
で
介
護
を
必

要
と
す
る
、
在
宅
の
お
お
む

ね
6
5歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
在
宅
痴
ほ
う
性
高
齢
者

ケ
ア
事
業
を
は
じ
め
、
左
表

の
通
所
に
よ
る
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

問
合
せ
先

▽
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
さ
の
…
管
轄
の

福
祉
事
務
所
〔
足
立

酋

(
3
8
8
8
)
3
1
4
1

、

西
部
?
3
8
9
7
)
　

5
0
1
1

、中
部

豐
(
3
　
8
8
9
)
1
4
8
1

、
東

部
?
3
6
0
5
)
7
　

1
0
5
、
北
部

き
(
3
　
8
8
3
)
6
8
0
0

〕　

▽
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
さ
の
:
永
庁
舎

♀
住
)・
老
人
福
祉
係
　

き
(
3
8
8
2
)
1
1
1
　
1

㈹

高齢者在宅サービ スセンタ ー事業
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児
は
、
忘
れ
ず

に
受
け
ま
し
ょ
う

。

実
施
日
程
下
表
の
と
お
り

受
付
時
聞
午
後
2
時
～
3
時

対
象

満
4
歳
以
上
(
4

月
1
　

日
現
在
)
、学
齢
前
ま
で
の
幼

児
で

、
保
育
園
・
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
幼
児

S
用

無
料

柬
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
る
幼
児
、小
・
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
は
各
施
設
で
実
施
し
ま

す
が
、そ
れ
に
も
れ
た
幼
児
・
児

童
・
生
徒
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

接
種
方
法
初
め
て
こ
の
予
防
　

接
種
を
受
け
る
幼
児
は
、1
　
～

2
週
閧
あ
け
て
2

回
接
種

し
ま
す

。

昨
年
2

回
受
け
た
こ
と
の
あ

る
幼
児
は
、1

回
接
種
し
ま

す
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼

児
①
発
熱
し
て
い
る
か
、
著
し

い
栄
養
障
魯
が
あ
る
幼
児
　

②
最
近
ま
た
は
現
在
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
幼
児
(
心
臓
、

日本脳炎の予防接種実施会場・日程

腎
臓
、肝
臓
等
の
訶
気
で
急

性
期
、
増
悪
期
ま
た
は
。
活

勳
期
に
あ
る
幼
児
)

③
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
幼
児

④
予
防
接
種
に
よ
り
、
高
熱

な
ど
異
常
な
副
反
応
を
お
こ

し
た
こ
と
の
あ
る
幼
児

⑤
最
近
1
年
以
内
に
、
け
い

れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)
症
状
を

お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
幼
児

⑥
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と

認
め
た
幼
児

柬
当
日
は
体
温
を
は
か
り
、
母

子
手
帳
と
印
か
ん
を
持
っ
て
会

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
保
健
予
防
係

酋
(
3
8
　
8
2
)
1
1
1
1

㈹
、
足
立

保
健
所
業
務
係

酋
(
3
8
　
5
5
)
4
1
5

廴

千
住
保

健
所
業
務
佩

昔
(
3
8
8
　
8
)
4
2
7
7

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
書
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満

で
、
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ

り
、
診
療
場
所
ま
で
通
院
可

能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が
　

必
要
で
す
)
。な
お
、重
度
の
　

方
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

診
療
日
時
毎
週
木
・
土
曜
　

日
、午
前
9
時
～
正
午
(
祝
　

日
を
除
く
)

診
療
場
所

歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー

・
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で
、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
眇
日
時

毎
週
火
I
土
曜
日

(日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め

、

診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す

。

1

い
ず
れ
も
I

申
込
日
時
毎
週
火
～
土
曜
　

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
　

・
午
後
1

時
～
3

時
3
0
分

(
祝
日
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

宍
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

♀
　

住
1
5
5

、
歯
科
医
師

会
館
2

階
)

酋
(
3
8
8
　
2
)
3
8
8
2

、F
A
X
(
3
　
8
8
2
)
6
2
0
3

ご
協
力
く
だ
さ
い

7
月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

。
日
程
は
上
表
の

と
お
り
で
す

。

受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
　

前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
　

分
(

昼
食
・
休
憩
時
間

を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー

酋
(
5
　
6
8
2
)
2
8
0
1

、

本
庁
舎
(
千
住
)
・
保
健

予
防
係

酋
(
3
8
8
　
2
)
1
1
1
1

㈹

フ 月の献血予定

健
康
教
室

50歳から始める
寝たきり予防
骨粗しょう症を中心に

日
時
7
月
H
・
1
7
・
3
1
日
　

(
3
日
制
)
、午
後
1
時
3
0
分
　
～

4
時
3
0分

場
所
・
費
用

足
立
保
健
所
講

堂
、
無
料

対
象

区
民

内
容
・
講
師

▽
1
日
目
・・
5
0
　

歳
か
ら
始
め
る
寝
た
き
り
予

防
(

都
老
人
総
合
研
究
所
医

師

鈴
木
隆
雄
氏
)

▽
2
　

日
目
・
:今
の
若
さ
は
食
事
か

ら
(

東
京
文
化
短
期
大
学
講

師

葛
木
み
ど
り
氏
)

▽

3
日
目
・
:
歯
の
健
康
を
守
る

コ
ッ
(

都
教
育
庁
歯
科
医
師

石
井
直
美
氏
)

定
a
5
0

人
(

先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
業
務
係

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
移
転

6
月
1
8
日
か
ら
葛
飾
区
亀
有
5
1
4
1
5
(
J
R

亀
有
駅
北

口
下
車

。
徒
歩
5
分
、
東
部
地

域
訶
院
北
側
)
へ
移
転
し
ま
し

た
(

旧
住
所
り
葛
飾
区
立
石
5
1
1
1

‥
2
5
)

。今
後
と
も
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

葛
飾
区
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

さ
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

みんなの健康
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東 和 保 鶇 相 談 所a360 妬4171
央 本町 保健 相談所a38805351

本庁吝(干住)・s皿予防ma38821111 ㈹

きれいなプールで
楽 し く
遊びましょう

も
う
す
ぐ
夏
。
水
遊
び
の
季

節
で
す
。
プ
ー
ル
を
利
用
さ
れ

る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。

た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
す
る

プ
ー
ル
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が

マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
保
健
所
で
は
水
質
検
査
な

ど
を
行
い
、
プ
ー
ル
を
衛
生
的

に
保
つ
よ
う
に
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

プ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き

は
、
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
ー
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
水
に
入
る
前
に
は
、
準
備
運

勳
を
し
ま
し
ょ
う

▽
伝
染
性
疾
訶
の
あ
る
方
、
体

調
に
不
安
の
あ
る
方
は
入
泳

を
ひ
か
え
ま
し
ょ
う

▽
化
粧
、
サ
ン
オ
イ
ル
な
ど
は

水
を
汚
す
原
因
に
な
り
ま

す
。
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い
流
し

て
か
ら
入
り
ま
し
ょ
う

▽
プ
ー
ル
か
ら
出
た
あ
と
は
目

を
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し

ょ
う

そ
の
ほ
か
に
も
、
プ
ー
ル
を

汚
す
よ
う
な
行
為
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
安
全
に
も
十
分

注
意
し
、
き
れ
い
な
プ
ー
ル
で

み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

A
足
立
・
千
住
保
健
所
　

環
境
衛
生
V

第41回社会を明るくする運動

。社
会
を
明
る
く
す
る
運

黔

は
、す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
連
動
で

す
。

・
重
点
目
標

少
年
の
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
の
た
め
、
地
域

住
民
の
理
解
と
参
加
を
求

め
る

最
近
の
わ
が
国
の
犯
罪
、

特
に
少
年
非
行
の
状
況
を
み

る
と
、
そ
の
発
生
件
数
は
高

く
、
内
容
的
に
も
、
凶
悪
事

件
の
発
生
や
、
非
行
の
低
年

齢
化
、
一
般
化
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
傾
向
に
対

し
て
、
青
少

年
の
道
徳
心

の
向
上
を
図

り
、
社
会
秩

序
を
守
る
意

識
を
養
い
、

同
時
に
犯
罪

を
誘
発
し
な

い
社
会
づ
く

り
と
、
非
行

に
陥
っ
た
少

年
の
更
生
を

援
助
す
る
た

め
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
広
い
地
域
活
動
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
非
行
防
止
を
目

的
に
、7
月
を
強
調
月
間
と

し
て

、
関
係
機
関
、
団
体
、

地
域
住
民
が
連
携
し
た
全
国

的
な
運
励
が
展
開
さ
れ
ま

す

。

・
活
助
内
容

7
月
1
日
(

更
生
保
護
の

日
)

に
北
千
住
、
綾
瀬
、
西

新
井

、竹
ノ
塚
の
各
駅
前
で

、

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
一
斉
広

報
活
動
と
し
て

、
啓
発
用
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
配
布

を
行
い
ま
す

。

こ
の
ほ
か

、強
調
月
間
中
、

区
内
各
地
域
で
保
護
司
が
中

心
と
な
り
、
座
談
会
や
講
演

会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

主
催
団
体

足
立
区

、
足
立

区
教
育
委
員
会

、
足
立
区

保
霞
司
会
、
足
立
区
更
生

保
護
婦
人
会
、
足
立
区
保

護
観
察
協
会
、
足
立
区
社

会
福
祉
協
議
会

、
足
立
区

B
B
S

会

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
民
生
係

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

発
生
に
ご
注
意
を

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自

動
車
や
工
場
等
か
ら
排
出
さ

れ
る
大
気
汚
染
物
質
が
太
陽

の
紫
外
線
に

よ
り
作
ら
れ

る
も
の
で
、

大
部
分
は
オ

ゾ
ン
で
す
。

日
差
し
が
強
く
風
が
弱
い

日
は
、
大
気
中
の
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
濃
度
が
高
く
な
り

や
す
い
の
で
、
外
出
す
る
時

は
注
意
が
必
要
で
す
。

高
濃
度
の
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
。

注
意
報
や
一
報
を
発
令
し
。

掲
示
板
に
掲
示
等
を
し
て
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た

ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
な
る
べ
く
外
出

し
な
い

▽
自
動
車
の
運
転

は
控
え
る

▽
目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ

た
ら
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う

が
い
を
す
る

も
し
も
被
害
を
受
け
た
場

合
は
、
お
近
く
の
保
健
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

。

A
環
境
課
Y
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空が、海が続いている
地 球 規模の友好と親善

ベ
ル
モ
ン
ド
市
で

あ
だ
ち
ウ
ィ
ー
ク
(
週
間
)

足
立
区
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ベ
ル
モ
ン
ト
市
で
、
6
月
1
7
日
か
ら
1
週
間
「
あ
だ

ち
ウ
ィ
ー
ク
」
と
麗
し
、
展
示
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
足
立
区
と
の
姉
妹
都
市
交
流
の
成
果
を
披

露
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
、

パ
ネ
ル
や
贋
示
物
な
ど
で
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
区

で
は
、
(
財
)
足
立
区
国
原
親
善
協
会
を
通
し
て
、
交
流

体
験
書
の
番
せ
S

き
を
は
じ
め
。
四
季
折
々
の
写
真

や
、
幸
せ
を
呼
ぶ
と
い
う
球

起
物
の
ダ
ル
マ

な
ど
を

贈
り
ま
し
た
。
ベ
ル
モ
ン
ド
市
民
は
、
ど
の
よ
う
に

〝足
立〟

を
見
た
こ
と
で
し

ょ
う
か
。
と
き
に
は
、

淘
の
か

な
た
へ
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ダ
ル
マ
大
使
!
?

▲ 昨年10月の交流風景から
( 渕江第一小学校にて)

再会を約東するサヨナラパーティー
(綾瀬プルミエにて)

「
あ
だ
ち
ウ
ィ
ー
ク
」に
寄
せ
て

(
財
)
足
立
区
国
際
親
善
協
会

理
事
長
　酒

井

省

三

平
成
2

年
の
統
計
に
よ
る

と

、
海
外
へ
出
た
日

本
人
は

年
問
1
千
万
人
を
超
え

、
外
S

人
の
入
国
者
も
約
S
万
人

と

、
い

ず
れ
も
史
上
最
高
と

の
こ
と
で

す

。

地
球
は
ま

す
ま
す
狭
く
な

り

、人
々
は
世
界

を
舞
台
に

。

覈
ん

に
行
き

來
し
て
い

ま

す

。今
回

、
ベ
ル
モ
ン
ド
市
で

「
あ
だ
ち
ウ
ィ
ー
ク
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
と

閠
い
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
の

積
み
重
ね
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
交
醜
の

可

能
性
を
振
る
手
が
か
り
に

も
な
る
、
と
思
え
た
か
ら
で

す
。

私
た

ち
に
と
っ
て
の
S

際

化
と
は
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交

流
を
探
め
、
互
い
に
よ
り
良

く
理
解
し
合
う
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

。

こ
れ
は
、
国
際
観
善
や
国

瞭
交
流
を
進
め
る
と
き
の
目

標
で
あ
り
。
そ
の
た
め
の
協

力
や
支
援
は
借
し
ま
な
い
つ

も
り
で

す
。

オーストラリア大陸を逆さ
にし て見ると、広大な草原で

遊ぶ太 って、毛も豊窩な羊に
そっくりです。
ヘルモント市は、曹都キャ

ンベラから西へ約3, 000 ㎞、西
オーストラリア州の州鄒パー
スの中に位置しています。魚

釣り や水泳のできるスワン川
が概れ、公園やレクリエーシ
ョン施設なども奴多く。水と

禄の豊かなまちです。
また、市内にはバース国畷

空槽があり、西オースト ラリ
アの空の玄関口ともなってい
ます。成田空港からパース空
港までは、南を目掴して赤遭
を越え、約1(爾寺間の空の旅。
足立区とベルモンド市との

距曜は約8, 000 ㎞。約1 時間のl
参差( ヘルモント市カ1遅い) カぐ
あります。

州 都 パ ー ス の 中 に ベ ル モ ン ド 市 が あ り ま す

<州都パースの略図>

ベルモンド市

英語で ほめてくれる かしら
和紙で作った手づくり絵本 西 村弥生 さん

花
畑
児
童
館
の
I
手

づ
く
り

絵
本
教
窒
j

加
し
た
主
婦
2
0

人

が
、
1
年
か
け
て

取
り
粗

ん
だ
「
栗
原
の
子
守
り
!

が

で

き
あ
が
り
、
児
童
館
で
は
、

英
薦
に
翻
訳
し
た
1

冊
を
ベ
ル

モ
ン

ド
市
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。

「
栗
原
の
子
守
り
猿
」
は
民

話
集
「
足

立
百
の
語
り
伝
え
」

か
ら
題

材
を
取
り
、
色
と
り
ど

り
の
和

紙
を
手
で
ち
ぎ
っ
て
丹

念
に
作
り
あ
げ
た
も
の
で

す
。

「
世
界
の
絵
本
を
見

る
と
、

そ
の
お
国
柄
な
ん
か
も
わ
か
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ベ
ル
モ

ン
ト
市
は
。
行
く
に
は
遺

い
で
す
ね
。
で
も
、
こ
の

絵
本
を
見
て
今
ご
ろ
『
オ

ー
。
ワ
ン
ダ
フ
ル
!

』
な

ん
て

、
英
語
で
ほ
め
て
く

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し

ょ
う
か
」
と
、
笑
碩
で

話
す
最
年
長
の
西
村
弥
生

さ
ん
(
7
2
歳
)
。

「
和
紙
の
魅
力
は
、
碇

い
も
の

か
ら
華
や
か
な
も
の
ま

で
、色
調
が
こ
ま
や
か
で
、あ
っ

た
か
い

感
じ
が
す
る
ん
で

す
」

花
畑

児
重
館
で
は
、
新
た
な

手
づ
く
り
絵
本
t

荒
川
に
現
れ

た
鍄
」
に
取
り
砲
み
始
め
た
と

こ
ろ
で

す
。

〝 オ ー ・

ワン ダフ ル ! ?
〟

数
々
の
思
い
出
を
寄
せ
書
き
に

託
し
て区
で
は
2
1
世
紀
を

柤
う
子
傴

た
ち
が
、
豊
か
な
国

際
感
覚
と

広
い
観
野
を
身
に
つ
け
る
よ
う

に
と

、
昭
和
6
1
年
度
か
ら
区
立

中
学
佼
の
生
徒
を
、
ヘ
ル
モ
ン

ト
市
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

「
あ
だ
ち
ウ
ィ
ー
ク
」
に
寄

せ
て

、
こ
れ
ま
で
ベ
ル
モ
ン
ド

市
を

訪
れ
た
生
徙
た
ち
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
色
雁

に
I
い
て
贈
り
ま
し
た

。

第
5

回
目
の

派
遣

生
と
し

て

、
昨
年
ベ
ル
モ
ン
ド
市
を

防

れ
た
洲

貝
敦
子
さ
ん
(
渕
江
中
)

と

、
斉
驂
真
純
さ
ん
(
第
二
中
)

に
思
い
出
を
聞
き
ま
し
た

。

洲
貝

パ
ー
ス
空
港
で
一
番

驚

い
た
の
は
。
靭
や
け
の

美
し

さ
で

、
澄
ん
だ
空
気
の
冷
た

さ
も
印
象
的
で
し
た
。

斉
藤

そ
う
。
私
も
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
市
内
は
線

か
い
っ
ぱ
い

。道
路
は
広
く
、

信
号
や
車
も
少
な
く
、
き
れ

い
な
ま
ち
で
し
た
。

洲
具

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
最
初

の
夜

、
皆
で
町
の
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
ヘ
行
き

。(
ン

バ
ー
ガ

ー
を
食
べ
た
ん
で
す

。

斉
曝

お

い
し
か

っ
た
で

す

よ

。
朝
晩
は
冷
え
る
の
で

、

毛

布
を
多
め
に
か
け
て
も
ら

い

、
あ
っ
た
か
で
し
た

。

洲

貝

南
十
字
星
を
教
え
て
も

ら
い

、見
上
げ
る
と

、襾
天
の

星
が
輝
い
て
い
ま
し
た

。

齊
康

ヘ
ル
モ
ン
ト
市
に
慣
れ

た
こ
ろ

、
派
遣
生
同
士
で

話

す
と

、
日

本
語
が
英
語
っ
ぽ

く
な
っ
て

、
顔
を
見
合
わ
せ

て
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

洲
貝

朷
め
て
外
国
へ
行
き

、

友
だ
ち
の

範
囲
が
広
が
っ
た

と
思
い

ま
す
。

斉
藤

こ
の

期
間
を
通
し
て

。

私
た
ち
派
遣
生
の
仲
も
深
ま

っ
た
と
思
い
ま
す

。

忘
れ
ら
れ
な
い
ほ

ど
貴
一

な

体
験
だ
っ
た
と
い

う
二
人

。
い

つ
か
再
び

、
ベ
ル
モ
ン
ド
市
を

訪
ね
て
み
た
い
そ
う
で
す

。

な
お

、
今
年
の

第
6
回
派
一

生
2
0人
は

、7

月
2
4日
賦
田
空

港
を
飛
び
立
ち
ま
す

。

メッセージを書いた
色紙を手に、洲貝さ
ん( 右) と斉藤さん

友 好 親 善 の シ ン ボ ル と し て (
仮
称
)

ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
の
造
成

区
で
は

、
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と

の

友
好

観
善
を
図
る
と

と
も

に

、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

、

(
仮
称
)
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園

を

造
成
し
ま
す

。
現
在
の
梅
鳥
中

央
公
園
の

改
良
と
合
わ
せ

、
べ

ル
モ
ン
ト
の
風
土
や

街

並
み
を
イ
メ
ー
ジ

し
た

。
特
色
の
あ
る

公
園
と
し
て
整
備
し

ま

す

。
平
成
5

年
5

月
ご
ろ

、
開
園
の
予

定
で

す

。

造
成
場
所

廱
島
二

丁
目
1
7お
よ
び
楯

島
一
丁
目
3
3

面
積
1

万
2

千
眤

問
合
せ
先

中
央
太

町
庁
舎
・
公
園
履

(
3
8
8
0
)
　

5
2
6
1

この図は、構想段階のものです

市
民
レ
ベ
ル
の

国
際
化
を
担
う

(
財
)
足
立
区
国
際
親
善
協
会

区
で
は
、平
成
元
年
7

月
に
(
財
)
国
畷
観
善
協
会
を

設
立

。
現
在
、「
姉
妹
都
市

と
の
交
鷹
」
や

「
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア
の

育
成
お
よ
び
組

繖
化
」
な
ど
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま

す
。

市
民
レ
ベ
ル
の

国
際
親

魯
と
国
瞭
交
硫
を
深
め
る

た
め
に
は

、
区
民
の

皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
で
す

。
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
助
に
関
心
の

あ
る
方

や

番
加

を
希
望

す
る
方

は

、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先
(
財
)
国
　

際
観
善
協
会

(
3
8
8
2
)

1
1
1
1

㈹

協
会
が
作
っ
た

英
語
の

生
活

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

宇宙船で行く 太陽系への旅
第二中と第四中で星について講演

5
月
2
1
日

、

第
二
中
と

第
四
中
で

、

太
腸
系
の
里

に
つ
い
て
講

濱
が
あ
り

、
宇
爾
船
ボ
イ
ジ

ヤ
ー
が
撮
っ
た
写
真
な
ど
、
最

新
の

情
報
が

紹
介
さ
れ

ま
し

た
。
講
師
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
か
ら
来
日

し
た
、
ジ
ン
ベ
ル
マ
ン
博
士
。

「
ス
ラ
イ
ド
を
多
く
使
い
、

わ
か
り
や
す
い

説
明
で
し
た
」

「
地
球
と
厩
王
星

が
き
れ
い
で

し
た
」「
本
来
、
宇
宙
は
還
い
所

に
あ
る
の
だ
が
、
と
て
も
近
く

に
思
え
て
き
た
」
な
ど
、
生
徒

の
率
直
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
中
に
は
、「
宇
宙
の
果
て
は

ど
こ
で
す
か
」
と

い
う
難
し
い

質

間
も
。「

子
裝

の
可

能

性
は
肝
り
知
れ

ま
せ
ん
。
曽
さ
ん
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、好

奇
心
に
火
を
つ
け
る
の

が
私

の

ね
ら
い
で
す
」
と
話
す
ジ
ン

ベ
ル
マ
ン
悼
士
。
両
校
の

生
挂

は
、と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
(
友

好
的
)
な
姿
勢
で

あ
っ
た

、
と

感
心
し
て
い
ま
し
た

。

国
際
親
魯
の
軸
は

、
宇
宙
へ

ま
で
も

、
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま

す

。

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
す
る
ジ
ン
ベ
ル
マ
ン
博
士

あ
だ
ち
の

昔
語
り

荒
川
に
現
れ
た
鯨

そ
の
昔

、
千

住
大

轜
の
下
を
流
れ
る
川

は

、
た
び
た
び
大
水

を

出
し

た
こ

と
か

ら

、
「
荒
川
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た

。

明

治
4
3
年

の
こ

と

、
足
立
全
休
が
水

び
た
し
に
な
る
よ
う

な
大
水
が
あ
り
ま
し

た

。
よ
う
や
く
水
か

引
き

、
人
々
が
ホ
ッ

と
し
た
こ

ろ
、
今
度
は

「
凧
く
て
大

き

な
怪
初
の

よ
う
な

も
の

が

、
千
庄
大
橋
の
と
こ
ろ
を

脉
い
で
い
る
」
と
い

う
ウ
ワ

サ

が
町
中
に
広
ま
っ
た
の
で

す

。「
荒
川
」
の
両
岸
は
見
物

の

人
々
で

凧
山
の
人

だ
か

り

、
大
変
な
さ
わ
ぎ
に
な
り

ま
し
た

。

見
勧
人
の
朗
待
に
こ

た
え

る
か
の
よ
う
に

。
ね
じ

り
は

ち

巷
き
を
し
た
十
散
人
の
船

頭
が

、
手
に
し
た
竹
ざ
お
で

水
面
を
た
た
い
た
り

、
か
き

回
し
た
り
し
な

が
ら

、
船
で

僅
物
を
追
い
た
て
ま
し
た

。

始
め
怪
物
は
ジ

グ
ザ
グ
に
逃

げ
ま
し
た
が

、
と
う

と
う
そ

の
大
き
な
姿
を
現
し

、
薫
の

生
い
茂
る
洩
順
に
乗
り
あ
げ

ま
し
た

。

さ
て

、よ
く
よ

く
見
る
と

。

そ
れ
は
莓
に
い
る
鯨
だ
っ
た

の
で
す

。
人
々
は

。
本
物
の

鮫
を
目
の
前
に
し
て

、
そ
の

大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た

。翌
日

、
千
住
の
町
に
騒
動

夸
簪
き
起
こ
し
た

鯨
は

、
馬

甲
に
藥
っ
て
き
た
輿
業
師
に

引
き
取
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

※
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は

、今
号
か
ら
始
め
ま

す
。

内
容
は

社
会
教
育
委
貝
・
加

療
嫉
夫
さ
ん
の
原
種
を
も
と

に

、
作
成
し
て
い
ま
す

。

ど
う
ぞ

、楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い

。

フォト
ニュース あだち

それぞれの発表

5/ 18～26
第2回野外彫刻展

( 元 渕江公園内)5/ 24　 アフタヌーンコンサート
お昼のひととき区役所本庁舎( 千住)
玄関前で、美しい歌声か響きました

5/ 25
第35回区民芸能大会

( 梅田センター)

5/ 27～6/2　ボランティアまつり
( 西綾瀬ボランティアセンター)

牛乳バックで鉛筆立てなど小物入れを
作りました

シ リ ー ズ

身近な自然 ( 24)

ベニシジミ

何
万

、
何
十
万

と
い
る
昆

虫
の
中
で

、
蝶
(

ち
ょ
う
)

ほ
ど
多
く
の

人
に

観
し
ま

れ

、
好
か
れ
て
い
る
毘
虫
は

い

な
い
で
し
ょ
う

。

先
日

、
荒
川
阿
川
敷
で
ヒ

メ
ジ
ョ
オ
ン
に
止
ま
っ
て

蜜

(
み
つ
)

を
吸
っ
て
い
る
ベ

ニ
シ
ジ
ミ

を
見
つ
け

ま
し

た

。
望
遠
レ
ン
ズ
で
の

ぞ
い

た
そ
の

翅
(
は
ね
)

の
取

様

は

、
前
知
か
オ
レ
ン
ジ
の
地

に
凧
の

紋

、
後
翻
か
黒
の

地

に

、
名
前
の

由
来
と
な
っ
た

紅
の

襖
様
と
小

さ
な
彎
の

紋

。
そ
し
て
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ

科
に
多
く
見
ら
れ
る
表
と

裏

の
模
様
の

邇
い

。
そ
の
美
し

さ
は

、
ア
ゲ
(
な
ど
に
決
し

て
ひ
け

を
取
ら
な
い

、
ま
さ

に
生
き
た
宝
石
で
す

。

大
型
の
蝶
と
違
っ
て
、体

長
2
c
m
程
の
輝
か
地
面
近
く

を
す
早
く
飛
ぶ
た
め
で
し
ょ

う

、
一
般
に
は
な
じ
み
が
潭

い
よ
う
で

す

。
し
か
し

、
こ

の
ベ
ニ
シ
ジ
ミ

、
九
州
か
ら

北
面
遭
ま
で
全
国
至
る
所
の

野
原
で

、3

月
か
ら
1
1
月
ご

ろ
ま
で
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

ご
く
醫
通
の
蝶
な
の
で
す

。

白
や
黄
色

、
紫
の

花
を
好

み

、
す
ぐ
に
止
ま
り
ま
す
。

翅
は
半
聞
き
に
し
て

止
ま
り

ま
す
が

、
夜
眠
る
と
き
は
翅

を
完
全
に
閉
じ

、
頭
を
下

向

き
に
し
ま
す

。
幼
虫
時
代
の

食
蔵
は

、
ギ
シ
ギ
シ
や
ス
イ

バ
で
す
か
ら

、
そ
れ
が
た
く

さ
ん
あ
る
同
川
取
は

、
格
好

の
す
み

寰
と
言
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん

。

土
手
や
河
川
敷

、
ま
た
は

家
の
近

く
の
ス
イ
バ
や
ギ
シ

ギ
シ
の
葉
の
裏
を

観
桑
し
て
み
て
く

だ
さ
い

。
体
畏
1
5

姐
ぐ
ら
い
の
緑
色

を
し
た
ワ
ラ
ジ
型

の

幼
虫
が

、
き
っ

と
見
ら
れ
る
こ
と

で
し

ょ
う

。

A
保
木
間
小
学

校
長
・

武
田

輝
男
V
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じ冒 釜4 蓊 心 太

児
童
福
祉

児 童 扶 養 手 当

特別児童扶養手当

該当する方は申請を

・
児
童
扶
養
手
当

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
(
中

度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
は
2
0

歳
未
満
)
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
が
死

亡

▽
父
が
生
死
不
明

▽
父

に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
が
い

な
い
(
毋
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐

胎
し
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
さ

れ
て
い
な
い
)

▽
父
が
重
度

障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
I
・
2

級
程
度
が
該
当
)

支
給
制
限

次
の
事
項
に
該
当

す
る
方
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▽
制
限
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
方

▽
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方

▽
父
母
の
死

亡
等
に
よ
り
児
童
が
公
的
年

金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給

対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
　

▽
児
童
が
施
設
入
所
中
の
と

き
手
当
月
額

▽
児
童
1
人
…
3
　

万
7

千
円
(
所
得
が
一
定
額

以
上
の
方
は

、2
万
4

千
7
7
0
　

円
に
減
額
)

▽
2
人
目
は

5
千
円

、3
人
目
以
降
は
1
　

人
に
つ
き
2
千
円
を
加
算

※
昭
和
6
0
年
8
月
1

日
以
降
に

児
童
扶
隻
手
当
の
支
給
要
件
を

満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
方
が
、

正
当
な
理
由
な
し
に
5

年
以
上

手
当
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場

合
。認
定
請
求
が
で
き
ま
せ
ん

。

・

特
別
児
童
扶
養
手
当

区
内
在
住
の
2
0
歳
未
満
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
I
～
3
級
程

度
、ま
た
は
愛
の
手
帳
―
～
3

度
程
度
の
心
身
障
害
児
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す

。

支
給
制
限

▽
限
度
額
以
上
の

所
得
が
あ
る
方

▽
児
童
が

障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
る
と
き

▽
児
童
が
施
設
入
所
中
の
と

き
手
当
月
額

▽
重
度
…
4
万
4
　

千
峩
円

▽
中
度
…
2
万
9
　

千
膕
円

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
児
童
助
成
係

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
は
、
保
険
診
療
の
医
療
費

自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

対
象

区
内
在
住
の
健
康
保
険

加
入
者
で
。
次
の
事
項
に
該

当
す
る
児
童
と
、
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
方

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▽

父
ま
た
は
母
が
重
度
障
害

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
毋
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま

た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽

父
が
い
な
い
(
母
が
婚
姻
に

よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童
で
父

に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

※
児
童
が
1
8歳
に
達
す
る
年
の

年
度
末
ま
で
該
当
。2
0歳
未
満

で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
も
該
当
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
申
請

者
お
よ
び
児
童
の
戸
籍
謄
本

1
通

▽
申
謂
者
お
よ
び
児

童
の
健
康
保
険
証

▽
印
か

ん

▽
身
体
障
害
者
手
帳
・

愛
の
手
帳

▽
平
成
2
年
1
　

月
2
日
以
降
に
足
立
区
に
転

入
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の

区
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
平

改
2
年
度
所
得
証
明
書
(
児

童
扶
養
手
当
用
)
1
通

▽

区
内
に
住
民
登
録
の
な
い
方

は
、
続
柄
の
記
載
さ
れ
た
世

帯
全
員
の
住
民
票
1
通

戻
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
が
申

請
す
る
場
合
は
、
児
童
扶
養
手

当
証一

、
健
康
保
険
証
。
お
よ

び
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

助
成
対
象
外
の
方

▽
生
活
保

護
受
給
中
の
方

▽
心
身
障

害
者
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

▽
所
得
制
限
額
以
上
の
方

▽
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所

中
の
方

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
児
童
医
療
担
当

福

祉

出
産
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
を
か
か
え
る
家
庭

が
、
経
済
的
理
由
で
分
娩
費
用

を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で

入
院
・
分
娩
の
で
き
る
「
入
院

助
産
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

次
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
妊
娠
7
ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
特
別
区
民
税
が
非

課
税
。
ま
た
は
前
年
度
所
得

税
額
が
1
万
6
千
崩
円
以
下

の
世
帯

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)へ
。

西
部
福
祉
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

西
部
福
祉
事
務
所
で
は
、
階

段
の
昇
り
降
り
が
困
難
な
方
の

た
め
、
次
の
2
ヵ
所
に
イ
ン
タ

ホ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ホ
ン
で
呼
び
掛
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
職
員
が
階
下
ま
で

降
り
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

般
置
場
所

▽
福
祉
事
務
所
入
口
(
右
側

門
柱
)

▽
西
部
区
民
ホ
ー

ル
入
口
(
右
側
壁
面
)

※
雨
の
日
は
、
西
部
区
民
ホ
ー

ル
玄
関
内
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
西
部
福
祉
事

務
所
(
表
1
)
へ
。

福
祉
事
務
所
の

相
談
ご
案
内

・
生
活
に
お
困
り
の
方
に

病
気
な
ど
で
働
け
な
く
な
っ

て
収
入
が
減
り
、
生
活
費
や
医

療
費
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま

す

。

・

お
と
し
よ
り
の
方
に

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
、
家

庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に
　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、

補
装
具
や
更
生
医
療
の
給
付
、

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ろ
う
あ
の
方
に
は
、

毎
月
第
4

木
曜
日
(

祝
日
の
場

合
は
翌
日
)
、午
後
1
時
～
4

時

に

、
手
話
通
訳
者
が
相
談
を
受

け
ま
す

。

亜
精
神
薄
弱
者
(
児
)

の
方
に

精
神
薄
弱
者
(
児
)

の
援
護

施
設
へ
の
入
所
、
愛
の
手
帳
の

交
付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

。

・

母
子
家
庭
の
方
に

相
談
2
0

歳
未
満
の
児
童
の
い

る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の
問

題
、
児
童
の
就
学
等
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

貸
付
制
度

経
済
的
自
ご
の
手

助
け
の
た
め
に
、
事
業
開
始

・
継
続
資
金
。
住
宅
資
金
お

よ
び
就
職
・
就
学
支
度
金
な

ど
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

母
子
寮

生
活
上
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
抱
え
。
児
童
を
十

分
に
養
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
母
子
家
庭
の
方
に
、
母

子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
　

指
定
の
国
民
宿
舎
等
を
年
2
　

泊
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
提
供
し
て
い
ま
す

・

女
性
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な
ど

か
ら
逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を

求
め
る
女
性
や

、
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
女
性
を

対
象
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

・

家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の

方
に

家
庭
相
談

家
庭
相
談
員
が
、

家
庭
内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
日
時
は

、

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

後
1

時
～
5

時
で
す

児
童
相
談

児
童
福
祉
司
が
、

子
ど
も
の
養
育
や
障
唇
な
ど
　

の
問
題
に
つ
い
て
、相
談
を
　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
　

日
時
は
、毎
週
月
・
木
曜
日
　
　

(
中
部
福
祉
事
務
所
は
木
曜
　

日
の
み
)
の
午
前
9
時
～
正
　

午
で
す

※
相
談
日
時
は
、指
定
の
あ
る

も
の
を
除
き
月
～
金
曜
日
は
午

前
9
時
～
午
後
5
時
、土
曜
日

は
午
前
9
時
～
正
午
で
す
(
た

だ
し

、
第
2
・
4
土
曜
日
は
休

み
で
す
)
。

@
相
談
・
問
合
せ
は
、い
ず
れ

も
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

へ

。

表1 福祉事務所一覧

老
人
福
祉

(福
)医
療
証
は

7
月
1
日

切
り
替
え
で
す

6
5
歳
か
ら
6
9
歳
ま
で
の
方
に
@

医
凍
証
を
交
付
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
お
持
ち
の
も
の
は
6

月
3
0日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な

り
ま
す
。
新
し
い
医
療
証
は
、

6
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

▽
老
人
保
健
法
医
療
証
受
給
者

▽
健
康
保
険
米
加
入
者

▽
社
会
保
険
の
被
保
険
者
(
本

人
)

▽
生
活
保
護
(
医
療
扶
助
)
受

給
中
の
方

▽
制
限
額
以
上
の
所
得
の
あ
る

方
(
表
2
参
照
)

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
(
千

住
)
・
老
人
医
療
係
へ
。

表2　平成3 年度(福)所得制限基準額

豪2 人以上は原則とし て35 万円を加算
※ 所得は平成2 年中のものか対象

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

・

支
給
要
件

6
5歳
以
上
で

、3

ヵ
月
以
上

寝
た
き
り

、ま
た
は
痴
呆
(
ち
ほ

う
)

に
よ
り
常
時
介
護
を
要
す

る
状
態
で
、
在
宅
ま
た
は
入
院

し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す

。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

を
除
く
)

▽
印
か
ん

▽

入
院
証
明
書
(
入
院
の
場
合
)

・

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必

ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

。

▽
施
設
入
所

、
死
亡

、
転
出
等

で
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た

と
き

▽
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し

た
と
き

▽
口
座
番
号
、
住
所
な
ど
届
出

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
障
害
者
手
当
を
受

給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　

(千
住
)
・
老
人
福
祉
係

住
ま
い

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

住
居
表
示
の
整
備
が
す
で
に

済
ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋

等
を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所

を
定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
届
け
出
に
は
、
建
築

確
認
書
一
式
と
印
か
ん
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出

が
な
い
と
、
転
入
等
の
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

区
民
課
住
居
表
示
担
当

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

保
養
所

伊
豆
高
原
・
湯

河
原
あ
だ
ち
荘

9
月
分
の
利
用
案
内

9
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。(
ガ
キ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ

き
、I
グ
ル
ー
プ
(区
内
在
住
・

在
動
者
の
み
)
、1
枚
に
限
り
ま

す
。重

複
申
し
込
み
や
、
期
限
を

過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
一
人
で
の
宿

泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

緑の大敵

アメリカシロヒトリ
の退治を

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

は
、6

月
と
8

月
の
年
2

回

発
生
し

、
樹
木
に
被
害
を
も

た
ら
す
害
虫
で
す
。

越
冬
し
た
サ
ナ
ギ
が
自
い

小
さ
な
ガ
に
な
っ
て

産
卵

し

、6

月
中
旬
に
卵
が
か
え

り
ま
す

。
幼
虫
(

毛
虫
)

↓

サ
ナ
ギ
↓
成
虫
(

が
)

↓
産

卵
↓
幼
虫
と
、8

月
に
2

回

目
の
被
害
が
で
ま
す

。

6
月
に
完
全
に
退
治
す
れ

ば
、8
月
に
は
ほ
と
ん
ど
発

生
し
ま
せ
ん
。

・

巣
の
見
つ
け
方

ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

は

。
葉
の
裏
側
に
群
が
っ
て

巣
を
つ
く
り
ま
す

。初
め
は

、

葉
の
表
皮
だ
け
を
残
し
て
食

べ
る
の
で

、
葉
が
透
け
て
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

。

巣
の
う
ち
に
駆
除
す
る
の

が
最
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

好
ん
で
産
卵
す
る
プ
ラ
タ
ナ

ス
、
桜
、
カ
キ
、
柳
な
ど
は

特
に
注
意
し
て
観
察
し
て
く

だ
さ
い
。

・
巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の

枝
葉
を
切
り
、
踏
み
つ
ぷ
す

か
、
す
ぐ
に
焼
却
し
て
く
だ

さ
い
。2
～
3
日
も
放
置
す

る
と
、
幼
虫
が
散
っ
て
し
ま

い
ま
す

。
見
つ
け
し
だ
い
処

理
し
て
く
だ
さ
い

。

ア

メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

は

、一
斉
に
発
生
す
る
た
め
、

躯
除
も
一
斉
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

。
各
家
庭
の
樹

木
(

庭
木
)

に
つ
い
て
は
、

所
有
者
に
鹿
除
の
S

任
が
あ

り
ま
す

。
し
か
し

、
高
さ
が
5
S

以
上
も
あ
る
樹
木
、
所

有
者
不
明
の
樹
木
な
ど
鹿
除

が
困
難
な
場
合
は

、
ご
相
談

く
だ
さ
い

。
ま
た

、
学
校
、

公
園
、
街
路
は
、
管
理
者
が

駆
除
し
ま
す

。

※
地
域
で
駆
除
す
る
方
の
た

め
に

、
各
区
民
事
務
所
に
薬

剤
と
動
力
噴
霧
機
を
配
備

し

、
貸
し
出
し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
防
疫
指
導
係
S
(
3
　
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
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募

集

衛
生
試
験
所

臨
時
職
員

勤
務
日
等
週
―
～
2
日
、午
　

前
9
時
～
午
後
4
時
(
土
・
　

日
限
、
祝
日
は
休
み
)

対
象

臨
床
検
査
技
師
の
資
格

を
お
持
ち
の
方

仕
事
の
内
容

臨
床
検
査

募
集
人
数

若
干
名

一
金

日
額
9
千
3
7
0
円

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

衛

生
試
験
所

a
(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

保
育
園
臨
時
職
員

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
5
5歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
各
区
立
保
育
園

勤
務
職
種
▽
産
休
・
病
欠
代
　

替
職
員
…
午
前
8
時
3
0
分
～
　

午
後
5
時
1
5
分
(
土
曜
日
は
　

午
後
1
時
3
0
分
ま
で
)
、時
給
　

刪
円
▽
土
曜
E
保
育
・
土
　

曜
日
給
食
職
員
…
午
前
8
時
　

3
0
分
I
午
後
1
2
時
3
0
分
、時
　

給
膕
円
▽
特
例
保
育
職
員
　

・
:
午
前
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
　

分
お
よ
び
午
後
4
時
～
6
時
　

(
ど
ち
ら
か
で
も
可
)
、
時
給

泪
円
▽
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
　

職
員
・
:
7
月
下
旬
～
8
月
末
　

日
ま
で
の
3
0
日
間
、午
前
8
　

時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
　
　

(土
曜
日
は
午
後
1

時
3
0分

ま
で
)
、
時
給
6
9
0円

班
住
所

、
氏
名

、
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す

。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

♀

住
)
・
保
育
第
一
係

工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
技
能
講
習
会

日
時
7
月
8
日
～
2
6
日
(
土
　

・
日
曜
日
を
除
く
1
5
日
間
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

対
象

区
内
在
住
の
初
心
者

内
容

基
礎
縫
い
か
ら
プ
ラ
ウ

ス

、
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
製
作

定
員
1
6

人
(
先
着
順
)

費
用

教
材
費
実
費
負
担
2

千

沺
円
程
度

申
込
方
法

住
所
を
確
認
で
き

る
も
の
(

健
康
保
険
証
等
)
　

を
持
参
し
て
直
接
窓
口
へ

受
付
開
始
7

月
2
日

、
午
前

9
時
か
ら

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4
　
　

(
綾
瀬
駅
西
口
下
車
徒
歩
3
　

分
)

勤
労
青
少
年
寮

の
入
寮
者
募
集

場
所

動
労
青
少
年
寮
♀
住

桜
木
2
1
5
1
1
0
1
)

対
象

都
内
申
小
企
業
に
勤
務

し
て
い
る
1
5歳
以
上
2
8歳
末

満
の
独
身
男
性
で
、
平
均
月

収
が
2
0万
円
以
下
の
方

交
通

北
千
住
駅
か
ら
都
営
・

東
武
バ
ス
、
千
住
桜
木
下
車

徒
歩
2
分

施
設
内
容

居
室
(
個
室
H
・

7
㎡
)
・
談
話
室
・
図一
室

・
集
会
室
・
浴
室

寮
自
炊
は
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料

月
額
5
千
5
0
0
円
(
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
料
は
別
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
区
民
生
活
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
7
1

経

営

中
小
企
業
融
資

利
率
引
き
上
げ

区
で
は
、
金
融
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、
運
転
資
金
・
設
備
資

金
等
の
中
小
企
業
融
資
の
貸
付

利
率
を
、
7

月
1
日
受
付
分
よ

り

。
現
行
の
5
8
%
か
ら
6
0
%
に

改
定
し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

融
資
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

税

金

7
月
1
日
ま
で

に
納
付
を

特
別
区
民
税
・
都

民
税
の
第
1
期
分

平
成
3
年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
第
1
期
分
の
吶
期
限

は
、
7
月
1
日
で
す
。

早
め
に
お
近
く
の
銀
行
・
郵

便
局
な
ど
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
各
区
民
事
務
所
・
納
税
課
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
第
丁

二
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

ま
と
め
て
納
め
て

得
し
て
く
だ
さ
い

7
月
1
日
ま
で
に
、
平
成
3

年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
を
1

度
に
1
年
分
納
め
た
方
に
、

前
納
報
奨
金
を
支
払
い
ま
す
。

支
払
方
法
は
、
納
め
る
と
き
に

報
奨
金
額
を
年
税
額
か
ら
差
し

引
く
こ
と
で
、
支
払
い
に
代
え

ま
す
。

金
額
は
、
第
4
期
分
の
税
額

の
1
0
%
に
相

当

す

る

額

で

、
2

万
5

千
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

納
め
る
と

き
は

、「
全
期

前
納
用
納
付

書
」
を
必
ず

ご
持
参
く
だ

さ
い

。

納
付
場
所
　

各
金
融
機

関

、
各
区

民
事
務
所

お
よ
び
納

税
課

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課
収
納
佩

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
0
9

教

育

出
張
教
育
相
談

お
子
さ
ん
を
教
育
す
る
上
で

の
悩
み
や
心
配
事
に
専
門
の
相

談
興
が
応
じ
ま
す
。

日
時
7

月
7
日
(
日
)
、午
前

1
0時
～
午
後
4
時

場
所

江
北
区
民
事
務
所
新
田

分
室

対
象

区
内
在
住
の
方

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
　

鹿
浜
分
室

昔
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
方

を
対
象
に
、7
月
1
日
か
ら
就

学
相
談
を
始
め
ま
す
。

相
談
・
申
込
受
付
日
時
毎
週
　

月
曜
日
～
金
曜
日
、午
前
9
　

時
～
午
後
5
時
(
祝
日
は
除
　

く
)

対
象

区
内
在
住
で
、
平
成
4

年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
予
定
の
、
心
身
に
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
方

内
容

お
子
さ
ん
の
教
育
の
場

を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か

に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま

す
費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

教

育
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

年

金

7
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
7
月
3
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2

階
、

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
専
門
官
が
答
え

ま
す

※
「
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
は

、

毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

晋
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎

月
翌
月
末
日
が
納
期
限
と
、
納

め
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

5
月
分
保
険
料
の
納
期
限
は
6

月
3
0日
が
日
曜
日
の
た
め
、7

月
1
日
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
3
年
3
月
分

以
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
場

合
は
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
新
た
に
納
付
書
(
国
疽
納

付
書
)
の
発
行
を
受
け
て
、
直

接
各
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

納
付
場
所

各
金
融
機
関
、
各

区
民
事
務
所
お
よ
び
国
民
年

金
課

納
付
書
発
行
依
頼
先

足
立
社

会
保
険
事
務
所
・
国
民
年
金

保
険
料
課

昔
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

お
し
ら
せ

雲
仙
・
普
賢
岳

災
害
義
援
金

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
雲
仙

・
普
賢
岳
の
噴
火
に
伴
う
被
災

者
援
護
の
た
め
、
義
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ

口
座
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
十
八
銀
行
観
光
通
支
店
、
晋

通
・
5
9
5
4
1
1

▽
親
和
銀
行
長
崎
支
店
、
普
通

・
1
8
4
3
3
4

▽
長
崎
中
央
郵
便
局
、長
崎
・
　

災
3
～
1
1

受
取
人

日
本
赤
十
字
社
長
崎

県
支
部
長
・
高
田
勇
、
〒
8
5
0

長
崎
市
魚
の
町
3
2
8

※
銀
行
へ
の
振
込
手
数
料
は
無

料

。
振
込
票
に
「
雲
仙
被
災

」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。ま
た
、

郵
便
局
へ
の
振
替
手
数
料
も
7

月
2

日
ま
で
無
料

。
通
信
欄
に

「
雲
仙
・
晋
賢
岳
噴
火
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

地
域
振
興
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

老
人
会
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

老
人
会
館
で
は
、6
月
2
9日

か
ら
7
月
1
5日
ま
で
、
足
立
清

掃
工
場
の
定
期
点
検
の
た
め
、

浴
室
(
ふ
ろ
)
と
冷
房
装
置
が

使
え
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
通
常
ど
お
り
開
館
は
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

老
人
会
館

登
(
3
8
5
9
)
9
7
3
ワ
』

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ご
利
用
の

皆
さ
ん
へ

リ
ブ
ー
イ
ン
匐
(
く
ら
し
の

便
利
帳
)
8
5ペ
ー
ジ
の
[
テ
ニ

ス
場
竹
の
筱
第
6
公
園

の
電

話
番
号
が
誤
っ
て
い
ま
す
。

竹
の
獵
第
6
公
園
テ
ニ
ス
場

の
問
い
合
わ
せ
等
は
、
次
の
電

話
番
号
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

竹
の
塚
第
6
公
園
管
理
事
務
所

さ
(
3
8
8
3
)
0
0
3
0

訂
正
と
お
わ
び

6
月
1
5日
号
の
み
ん
な
の
健

康
表
中
で
、
精
神
保
健
相
談
東

和
保
健
相
談
所
分
日
時
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
第
2
木
曜
日
、
第
4

水
臓
日
で
す
。
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。

A
広
報
課
V

お
母
さ
ん
気
を
つ
け
て

幼
児
の
交
湧
事
故

連
休
明
け
の
5

月
7

日
(

火
)
、
谷
中
二
丁
目
と
中
央

本
町
五
丁
目
で

、
幼
児
の
交

通
事
故
が
相
次
い
で
起
こ
り

ま
し
た
。

Λ
事
故
1
▽

3
歳
の
S
ち
ゃ
ん
は
、
お

母
さ
ん
が
目
を
離
し
た
す
き

に
、
自
宅
前
の
道
路
で
自
動

車
に
ひ
き
逃
げ
さ
れ
、
亡
く

な
り
ま
し
た
。

Λ
事
故
2
▽

5
歳
の
A
ち
ゃ
ん
は
、
パ

チ
ン
コ
石
の
駐
車
場
で
友
達

と
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
夢
中

に
な
っ
て
し
ま
い
、
駐
車
中

の
車
の
間
か
ら
飛
び
出
し

て

、
ト
ラ
ッ
ク
に
衝
突

、
亡

く
な
り
ま
し
た

。

子
ど
も
や
幼
児
の
事
故
の

原
因
と
し
て
多
い
の
は

。「
飛

び
出
し
」「
道
路
横
断
中
」「
路

上
で
の
遊
び
」
で
す

。

子
ど
も
や
幼
児
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
日

常
生
活
の
中
で
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
手
本
と
な
り
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
繰
り

返
し
教
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す

。

か
わ
い
い
子
ど
も
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

。

A
足
立
区
、
千
住
・
西
新

井
・
綾
瀬
警
察
署
Y

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

催
し
物

☆
親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

7
月
7
日
(
日
)
、午
後
1
時
～

4
時

中
央
本
町
体
育
館

区
内
在
住
・
在
勤
の
父
母

と
小
学
生

無
料

電
話
予

約

下
川

豐
(
3
8
9
8
)
4
5
6
2

☆
「P
T
A
学
校
対
抗
卓
球

大
会
」参
加
校
募
集
7
月

7
日
(
日
)
、午
前
9
時
～
ヂ

後
5
時

東
和
セ
ン
タ
ー

男
女
P
T
A

会
員

団
体
戦

・
個
人
軟

団
体
・
:
2
千
5
0
0

円

個
人
…
緊
円

申
し
込

み
は
(
ガ
キ
で

、6

月
3
0日

必
着
(
〒
1
2
1西
伊
興
4
5

1
1
、庄
司
徳
之
助
方
)

櫻
田
酋
(
3
6
0
5
)
4
9

☆
交
通
遺
児
チ
ャ
リ
テ
″
　

「足
立
歌
謡
祭
」6
月
2
9

日
(
占
、午
後
1
時
～
5
時

足
立
文
化
会
館

ゲ
ス
ト

…
三
船
浩
氏
、
塩
ま
さ
る
氏
3

千
円

松
本

豐
(
3
9
1
1
)
9
0
8
5

☆
第
1
1
回
木
陽
会
展
(
油
絵
)

7
月
6
日
～
1
1
日
、午
前
1
0

時
～
午
後
6
時
(
6
日
は
正

午
～
午
後
6
時
)

西
新
井

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
サ
テ
ィ
4

階
)

無
料

池
田

酋
(
3
8
8
3
)
6
2
6
2

☆

バ
ザ

ー
6

月
3
0

日
(

日
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
3
0分

う
め
だ
・
あ
け
ぽ

の
学
園
(
梅
田
7
1
1
9
一
1
5
)

日
用
品

・
雑
貨
コ

ー
ナ

ー
、
手
作
り
品
コ
ー
ナ
ー
等

川
上

豐
(
3
8
4
8
)

―

=
募

集
=

☆
書
友
会
(

書
道
)

毎
月

第
1

・
2

・
3
水
暇
日

、
午

後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0分

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

月
額
2

千
沺
円

飯
千

さ
(
3
8
5
7
)
0
3
8
4

☆
ヶ

牛
教
室

第
2
ま
た

は
第
3
火
曜
日

、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
1
9一時
3
0分

東

和
セ
ン
タ
ー

月
額
千
鴎
円

佐
藤
S
(
5
6
9
7
)
7
4
4
7
(

夜
間
)

掲示
板

・

東
京
都
清
掃
局
「
ご
み
処

理
手
数
料
の
お
知
ら
せ
」　
7

月
1
日
か
ら
廃
棄
物
処

理
手
数
料
制
度
が
改
正
さ
れ

ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み

な
ど
の
臨
時
ご
み
は

、
現
在
I

回
に
つ
き
2
0
0」9ま
で
無
料

(
2
0
0
㎏
控
除
制
度
)

と
な
っ

て
い
ま
す
が
、7

月
1
日
か

ら
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。な

お

、
天
災
・
火
災
等
を

受
け
た
方

、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
等
は

、
手
数
料

が
減
額
・
免
除
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
次
の
清
掃
事

務
所
へ

▽
足
立
東
清
掃
事

務
所

霓
3
8
8
9
)
0
7
1
1

▽
足
立
西
清
掃
事
務

所

豐
(
3
8
5
3
)
2
1
4

1圏
第
1
回
社
会
教
育
リ
ー
グ

ー
養
成
講
座
「
自
分
発
見
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」

日
時
7

月
6
日
、
午
後
3
　

時
か
ら
7
月
7
日
、
午
後

3
時
(
1
泊
2
日
)

対
象
1
6
歳
以
上
の
青
年

内
容

▽
講
演

▽
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

▽
交
流
会

定
員
1
0
0人

費
用

食
事
代
等
実
費
2
千

円
申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

都
・
水
元
青
年
の
家
(
葛

飾
区
水
元
公
園
3
3
)
　

さ
(
3
6
0
0
)
0
2
4
5

亜
保
管
場
所
法
改
正
の
お
知

ら
せ7

月
1
日
か
ら
次
の
と
お

り
保
管
場
所
法
が
改
正
さ
れ

ま
す
。

▽
車
庫
を
も
て
る
範
囲
が
広

が
り
ま
す

▽
軽
自
動
車
も
保
管
場
所
の

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
▽
保
管
場
所
を
変
更
し
た
場

合
、
届
け
出
が
必
要
で
す

▽
保
管
場
所
標
章
(
車
庫
シ

ー
ル
)
を
自
動
車
に
貼
る

こ
と
に
な
り
ま
す

▽
保
管
場
所
の
な
い
自
動
車

の
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
す

▽
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
す

問
合
せ
先

▽
千
住
響
察
署

a
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0
　
　

▽
西
新
井
薯
察
署
(
3
　
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0
　

▽
綾
瀬
響
察
署

昔
(
3
　
6
2
0
)
0
1
1
0
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親
子
で
自
然
観
察

し
て
み
ま
せ
ん
か

区
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
身

近
な
緑
と
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

や
大
切
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
親
子
自
然
観
察
会
を

行
い
ま
す

。

区
内
で
は

、
な
か
な
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
雑
木

林
や
小
川

、
風
に
の
っ
て
聞
こ

え
る
鳥
の
声
や
野
に
遊
ぶ
蝶
々

た
ち
。
そ
れ
ら
は
、
大
人
の
心

に
な
つ
か
し
さ
と
や
さ
し
さ
を

運
ん
で
く
れ

、子
供
た
ち
に
は

。

小
さ
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
る

で
し
ょ
う

。

あ
ふ
れ
る
緑
と
自
然
の
な
か

で

、
身
近
な
植
物
や
鳥
、
昆
虫

な
ど
の
観
察
を
し
ま
す
。

夏
休
み
の
一
日
を

、
親
子
で

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か

。

日
時
8

月
2
3日
(
金
)
、
午
前

9
時
本
庁
舎
♀

住
)
前
集
合

観
察
地

牛
久
自
然
観
察
の
森

(
牛
久
市
結
東
町
4
8
9
　

―
)

対
象

区
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

申
込
方
法

往
復
ハ
カ
キ
に
住

所

、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
学
年

、
電
話
番
号
、

「
親
子
自
然
観
察
会
希
望
」

と
明
記
(
1

世
帯
1

通
に
限

る
)

定
員
4
0

人
(
抽
選
)

一

用

無
料

申
込
期
限
7

月
2
5
日
消
印
有

効
※
園
内
に
食
堂
、
売
店
、
自
動

販
売
機
等
は
あ
り
ま
せ
ん

。
昼

食
等
は

、
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込

・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
緑
化
係

〒
1
2
0
　

千
住
―
4
1
8

・
l
(
3
。8
8
2
T
1
1
1

㈹

親
子
自
然観察会

使用済み
乾電池を
回収します

現
在
、
分
別
ゴ
ミ
と
し
て
埋

め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
る
使
用

済
み
乾
電
池
は
、
大
切
な
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
区
で
は
、
公
共
施
設

に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま

す
。

回
収
開
始
6

月
2
5日

回
収
時
間
・
場
所

下
表
の
と

お
り

※
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
等
に
入
れ
な
い
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

リ
サ
イ
クル
推
進
係

言
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

使用済み乾電池回収場所・時間

情

報
コ ー ナ ー 法 律 相 談 (予約制…電話予衂可) 区民 相破室 ■ a( 3882) 1111 ㈹

【】
区 役所 本庁 吉1 階 区 民 相 談 蹇
相談日は、毎逓月・木驪日、午後　
1時～4時

口 中 央 本叨 庁 舎2 階 相 岐 靈
相諛日は、毎月第2・4水● 日、午優　
1時～4時

あだ ち・すてき・
コミ ュ ニケ ー ション

生涯学習ガイドフック 発行

平成3 年度版「生涯学習ガイドブ
ック」を発行し ました。このガイド
ブ ックは。区内各施設や都立高等職
業技術専門学校、放送大学などで行
われる講座や催し 物を幅広く紹介し
たものです。
区民の皆さんには、町会、自治会
の回覧でご覧いただきます。

また、希望の方には、又凰事務所
等の区の施設や、(財) コミュニティ
文化・スポーツ公社の窓口、住区セ
ンタ ーなどで配布し ています。
問合せ先 本庁舎( 千住) ・生涯教育
推進課113882 ―1111㈹

新造船「さくら」に乗ろう!
水上バス就航
記念 乗 船 会

区と東京都水辺公社で、千住関
屋町に船着為などを建設し、開業
が待たれていた水上バスが、いよ
いよ7 月中旬から 運航を始め ま
す。
これを記念し、東京都水上バス
の新造船「さくら」の乗船会を行
います。
日時7 月21日( 日)
集合時間 午前9 時30分
場所 千住船着場( 千住曙町42番
地先)
乗船コース 千住船着場( 午前10

時) ～岩淵水門～虹の広場～葛　
西臨海公園( 昼食) ～千住船着　
場( 午後3 時309 予定)

定員70 人( 抽選)
費用1000 円( 昼食代)
申込方法 往復ハガ キに住所、氏
名( フリガナ)、年齢、職業、電
話番号、「水上バス乗船会希望」
と明記

申込期限7 月10日必漕
申込・問合せ先( 財) 足立区水
と緑の公社 〒120 綾瀬2 ―30　6B3838

―8126

あだち区民大学( 教養コース) 公開講座

私の現代日本人論
「日本人とは何か? 」。今こそ、私
たちにとって、この問いかけが必要
なのかもし れません。
今回の公開講座では、作家でテレ

ビでも幅広く活躍している永六韜氏
が「私の現代日本人論」と題した講
演をします。
日時7月8日( 月) 、午後6時45分　～

8 時45分
場所 竹の筱センター
対象18 歳以上の区内在住・在動の

方
定員30 人( 抽選)
受講料 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏名
年齢、職業、「公開講座希望」と明
記

申込期限7 月2 日必着
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
文化振興係 〒120千住1 ―4 ―18　

03882 ―1111㈹綾 頼 川
みんなで水質調査
綾 彫 目と そ の流 域 の河 川を バ ス

で 巡 り 、実 際に 水を 汲み、 皆 さん

の手 で 水質 調査 を行 っ てい た だき
ま す( 採水道 具 や 調査 に 必要 なも

のは 用 意し ます) 。
簡 単 な調 査で 、夏 休 み の自 由研

究 にも 最適 です 。
ぜ ひ 、こ滲 加 くだ さ い。

日時7月24日( 水) 、午前8時3( ) 　

分～正午
集合 場 所 教育 セン タ ー

観 察地( 予 定) 綾瀬 川、毛 長川 、
垳( が け) 川、 花 畑川

対 象 小学 生以 上 の区 内 在 住・ 在

勤 ・在学 の方

定員35 人( 先 着 順)
費 用 無料

申 込方 法 電話
申 込 ・問合 せ先 附 足立 区水 と緑
の公 社B3838 ―8126

区 内 施 設 め ぐり

夏休み
親子で思い出づくり
牛乳パックで紙すき体験、プ ラ

ネタリウムで夏の星々の観賞、足
立の歴史再発見など、区内の施設
をバスで巡り。夏休みの楽しい思
い出をつくりませんか。
日時7月23・24日、いずれも午　
前9時～午後4時
見学施設 消費者センター、郷土
博物館、教育センタ ー、見沼代
親水公園ほか

対象 区内在住の小学生とその親
(親子1 人ずつに限る)

定員 両日とも15組、30人
費用 無料( 昼食は各自で持参)
申込方法 往復ハガキに住所、脱
子の氏名と年齢、学年、電話番
号、希望日および 「親子区内施
設めぐり希望」と明記( 1 世帯
1 通に限る)

申込期限7 月9 日消印有効
※ 集合、解散場所は、本庁舎( 千
住) 前です。
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) 　
・広報課 〒120千住1 ―4 ―18　

3882―1111㈹

青年センターの催し
子 育 て 講 座

「 子どもの成 長と 友だち」

子育てについて、専門家がお話し
し ます。
日時7月3日( 水) 、午前1( l 玲～　
正午
場所 肓年センタ ー( 入場無料)
定員80 人( 先着順)
申込方法 当 日直接会場へ
※ 講演中、お子さんの保育をします
(保険料実費負担) 。

子 育 て 倶 楽 部( く ら ぶ)

「新聞紙で 遊ぼう
」

幼 児 とお 母さ ん の楽 し い遊 びと 仲
閧づ くり の ひと とき で す。

日時7月4日( 木) 。・一前1〔跨～正午
場 所 青年 センタ ー( 入 憊無料)

定員2～3歳児とお母さん40組　　
( 先 着順)

申 込方法6 月25 日、 午 前9 時 か ら

電話 予約

リ ズム 遊びのグルー プつくり に
参加しませんか

日時毎月木曜日、土曜日各1回( 7　
月はn日・13日) 、午前1a埓～正午

場所 青年センター
費用1 回500円
定員2～3歳児とお母さん30組　
(先着順)
申込方法 電話予約

地球ボランティ アセミ ナー
筆2 旦 おい口…… 71くを求めて

地球ボランティアセミナー第2 回
目は、私たちが毎日必要とする水に
ついて考えます。
日時7月13日( 土、午後3時～5時
塙所 青年センター( 入場無科)
定異 青年男女30人( 先着順)
申込方法 電話予約

いずれも
申込・問合せ先 青年センター

03890 ―0061
RECYCLEPAPER
森林資源を大切に

ANSeH240000


